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 本研究は、「平成の大合併」に関する研究の増進に資するため、合併が本格化する直前の

















 第 1 章「研究の趣旨と方法」では、研究の目的、対象年次の設定理由、分析方法の概要
などを述べている。本研究の背景として、1990 年代以降の地方分権改革の動向、「三位一
体の改革」と市町村合併への影響、市町村合併に伴う「合併算定替」や合併特例債の概要
などについて検討するとともに、第 2 章以降の各論の前提として 2002～2009 年度におけ
る市町村財政の変化を概観した。2002 年度と 2009 年度を対象にしたのは、「平成の大合











































 その結果、①合併市町村の職員数は推定値から約 4 万人、15.6％乖離していること、②








































震災や政権交代の影響がみられる 2009～2014 年度の変化に言及した。2000 年代以降の
市町村財政が直面する課題として、財政格差が拡大に転じたこと、臨時財政対策債への依
存が高まっていること、財政力指数と経常収支比率が悪化しつつあること、地方債現在高
は横ばいのまま積立金現在高を積み増ししていることなどが指摘される。最後に、今後の
市町村合併の是非について若干の検討をしたうえで、行財政制度に関する課題と研究課題
について述べた。 
